
　

義
歯
は
手
作
り
で
あ
る
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
新
し
い
義
歯
を
作

り
た
い
と
思
う
患
者
さ
ん

は
多
い
で
す
。
実
際
に
作

ら
れ
て
も
以
前
の
義
歯
を

使
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
義
歯
が

良
い
も
の
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
。
で
す
か
ら
割
れ
て

修
理
し
て
も
分
厚
く
な
っ

て
し
ま
い
使
い
づ
ら
い
と

か
し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
と
か

な
ら
新
義
歯
を
提
案
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
で
は
で
き

る
限
り
お
使
い
の
義
歯
を

修
理
も
し
く
は
修
正
し
て

使
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

手
作
り
の
た
め
に
新
し

い
義
歯
は
基
本
同
じ
よ
う

に
作
れ
な
い
の
で
す
。
そ
れ

に
お
口
の
中
に
髪
の
毛
１

本
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
分
か

る
よ
う
に
、
義
歯
の
大
き
さ

や
形
が
ち
ょ
っ
と
違
う
だ

け
で
も
違
和
感
が
大
き
く

な
る
の
で
す
。
前
歯
の
感
じ

が
違
う
と
か
の
レ
ベ
ル
で

な
く
お
口
が
感
じ
る
も
の

は
す
ご
く
繊
細
な
の
で
す
。

義
歯
の
大
き
さ
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
に
ま
た
安

定
す
る
よ
う
に
残
っ
た
歯

を
で
き
る
限
り
長
持
ち
さ

せ
る
こ
と
も
と
て
も
大
切

で
す
。

　

２
０
０
１
年
に
発
足
し
た

『
エ
ン
ジ
ン
０１
文
化
戦
略
会

議
』
に
は
２
５
０
人
も
の
文

化
人
が
名
を
連
ね
、『
エ
ン
ジ

ン
０１
』
は
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
。

２
０
０
２
年
度
よ
り
様
々
な

地
方
都
市
で
開
催
さ
れ
て
き

た
が
、
今
年
度
開
催
の
市
原

は
今
ま
で
で
一
番
東
京
に
近

い
場
所
と
な
っ
た
。
講
師
ら

は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

エ
ン
ジ
ン
０１
開
催
後
は
、
翌

年
度
以
降
エ
ン

ジ
ン
０２
、
０３
と

開
催
の
機
会
を

得
る
。

　

２６
日
に
は
、

市
原
市
市
民
会

館
に
て
開
会
式

が
行
わ
れ
た
。

『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原
』
大

会
委
員
長
・
勝

間
和
代
さ
ん
、

同
副
委
員
長
・

和
田
秀
樹
さ
ん

ら
『
エ
ン
ジ
ン

０１
文
化
戦
略
会

議
』
の
メ
ン
バ
ー
と
、
小
出

譲
治
市
原
市
長
を
会
長
と
す

る
『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原
実

行
委
員
会
』
メ
ン
バ
ー
が
登

壇
し
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

小
出
会
長
は
、「
市
原
市
は

６０
周
年
。
還
暦
を
迎
え
新
た

な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

常
に
学
び
の
機
会
が
あ
る
『
学

び
の
ま
ち
市
原
』
を
目
指
し

ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
ハ
ピ
ネ
ス
の
作
り
方
』

で
は
、
勝
間
さ
ん
、
作
家
の

和
田
裕
美
さ
ん
ら
が
『
幸
せ
』

を
題
材
に
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
次
い
で
『
エ
ン

ジ
ン
０１
音
楽
堂 

ｉｎ 

市
原
《
私

の
十
八
番
》
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
』
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
川
井
郁
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

の
熊
本
マ
リ
さ
ん
ら
の
演
奏

す
る
曲
目
で
世
界
各
国
を
周

遊
。
観
客
は
豪
華
な
演
奏
陣

の
奏
で
る
曲
に
魅
了
さ
れ
た
。

神
戸
か
ら
訪
れ
た
女
性
は
、

「
以
前
か
ら
エ
ン
ジ
ン
０１
に
興

味
が
あ
り
初
参
加
で
す
。
明

日
ま
で
滞
在
し
て
楽
し
み
た

い
」
と
話
し
た
。

　

２７
日
に
は
帝
京
平
成
大
学

に
て
、
７５
講
座
が
開
講
さ

れ
た
。
文
化
、
歴
史
、
ア
ー

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、
Ａ
Ｉ
な
ど

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ

が
用
意
さ
れ
、
ど
の
教
室
も

参
加
者
は
メ
モ
を
と
る
な
ど

熱
心
に
聴
講
し
た
。
認
知
症

と
看
取
り
が
テ
ー
マ
の
ク
ラ

ス
を
続
け
て
受
講
し
た
女
性

は
、「
す
ご
く
た
め
に
な
り

ま
し
た
。
病
院
の
か
か
り
方

な
ど
具
体
的
な
話
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
」。
漫
画
家
の
東

村
ア
キ
コ
さ
ん
の
フ
ァ
ン
の

女
性
は
、「
雲
の
上
の
人
と

い
う
感
じ
が
し
て
い
た
が
、

お
話
を
聞
く
と
同
じ
感
覚
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
し

ま
し
た
」。『
市
原
で
…
歴
史

の
色
ん
な
話
！
』
の
講
座
で

は
、
講
師
の
１
人
、
歴
史
学

者
の
磯
田
道
史
さ
ん
の
「
国

分
寺
の
あ
っ
た
市
原
は
東
北

の
首
都
だ
っ
た
。
市
原
の
皆

さ
ん
は
も
っ
と
誇
り
に
思
っ

て
い
い
。
エ
ン
ジ
ン
０２
で
是

非
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
の
言
葉
に
、

教
室
が
拍
手
で
沸
い
た
。
同

講
座
を
受
講
し
た
女
性
は
、

「
磯
田
先
生
は
い
つ
も
テ
レ
ビ

で
観
て
い
る
が
、
対
面
で
話

を
聞
く
と
表
情
や
し
ぐ
さ
ま

で
伝
わ
っ
て
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

 

『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク 

ｉｎ 

市
原
』
で
は
３１
講
座
が

開
講
さ
れ
、
映
画
監
督
、
翻

訳
家
、
脳
科
学
者
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
料
理
人
な
ど
、

そ
の
道
で
成
功
を
収
め
た
プ

ロ
が
無
料
で
講
義
を
行
い
、

小
学
生
か
ら
大
学
生
、
大
人

ま
で
が
机
を
並
べ
講
義
に
耳

を
傾
け
た
。
ド
ラ
マ
『
ド
ク

タ
ー
Ｘ　

外
科
医
大
門
未
知

子
』
が
代
表
作
の
脚
本
家
・

中
園
ミ
ホ
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で

は
、
隣
室
が
ド
ク
タ
ー
Ｘ
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
医
師
・
加

藤
友
朗
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
６０
分
授
業
の
後
半
は
２

ク
ラ
ス
が
合
流
。
執
筆
時
の

中
園
さ
ん
と
医
療
監
修
の
加

藤
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

に
つ
い
て
の
話
を
深
め
た
。

中
園
さ
ん
か
ら
は
「
自
分
の

才
能
に
が
っ
か
り
し
た
と
し

て
も
必
ず
最
後
ま
で
書
き
あ

げ
る
こ
と
」、
加
藤
さ
ん
か
ら

は
「
医
師
も
英
語
が
大
事
。

で
き
れ
ば
１０
代
の
う
ち
に
留

学
を
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
。

　

大
学
で
の
講
義
の
熱
が
冷

め
や
ら
ぬ
中
、
１９
時
か
ら
は

市
内
２２
の
飲
食
店
で
、『
夜
楽

（
や
が
く
）』
が
行
わ
れ
た
。

中
華
料
理
『
紅
鷹
』
で
参
加

し
た
親
子
は
、「
南
美
希
子
さ

ん
な
ど
３
人
の
講
師
の
方
々

が
順
番
に
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ

て
く
だ
さ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

も
お
料
理
も
存
分
に
楽
し
み

ま
し
た
」。

　

２８
日
、
市
原
湖
畔
美
術
館
、

市
原
歴
史
博
物
館
な
ど
７
カ

所
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
の
が
『
ま
ち
な
か
講
座
』。

          

（
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

著
名
人
が
市
原
に
集
結

 

学
び
の
イ
ベ
ン
ト『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原
』

　
　
　
　
　
　   

盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

　

市
原
市
市
制
施
行
６０
周
年
を
記
念
し
、
１
月
２６
日
㈮
～
２８
日
㈰
、『
エ
ン
ジ
ン
０１
（
ゼ
ロ
ワ
ン
）
in 

市
原
』
が
、
市
原
市
市
民
会
館
、
帝
京
平
成
大
学
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
市
原
市
内
各
所
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
『
エ
ン
ジ
ン
０１
文
化
戦
略
会
議
』、
共
催
は
『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

in 

市
原
実
行
委

員
会
』。
各
分
野
の
一
線
で
活
躍
す
る
１
２
０
人
も
の
文
化
人
・
知
識
人
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
の
べ

１
万
２
千
人
が
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
に
即
し
て
『
学
び
』
を
体
験
し
た
。

 

Ｄ
Ａ
Ｙ
２

 

Ｄ
Ａ
Ｙ
３

『音楽堂 in 市原《私の十八番》ガラコンサート』にて。
ヴァイオリン・川井郁子さん、ピアノ・熊本マリさん

 

Ｄ
Ａ
Ｙ
１

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
ハ
ピ
ネ
ス
の
作
り

方
』
に
て
。
右
か
ら
作
家
・

和
田
裕
美
さ
ん
、
漫
画
家
・

東
村
ア
キ
コ
さ
ん
、
大
会

委
員
長
・
勝
間
和
代
さ
ん
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
南
美
希

子
さ
ん

２
日
目
の
講
座
『
市
原
で
…
歴
史
の
色

ん
な
話
！
』
に
て
。
右
か
ら
考
古
学
者
・

忍
澤
成
視
さ
ん
、
歴
史
学
者
・
磯
田
道

史
さ
ん
、
華
道
家
・
池
坊
美
佳
さ
ん

市原市立中央図書館で行われた『まちなか講座・日本初
のファンタジー、南総里見八犬伝を語る！』にて。講師
は左から漫画家・東村アキコさん、里見氏菩提寺宝林寺
住職・千葉公慈さん、俳優・辰巳琢郎さん、大会副委員長・
和田秀樹さん
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Ｕ
Ｓ
シ
ネ
マ
が
運
営
す
る

千
葉
劇
場
で
は
３
月
２３
日
に

第
６
回
「
千
葉
劇
場
落
語
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

落
語
芸
術
協
会
所
属
の
春

風
亭
昇
太
一
門
の
落
語
会
は

毎
回
満
員
御
礼
の
大
好
評
！

出
演
は
、
真
打
・
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇し
ょ
う
や也

、
二
ツ
目
・
春

し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇
し
ょ
う

り
ん
、
二
ツ
目
・
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇し
ょ
う
さ
く
咲
の
３
人
が
高
座
に
上
が

り
、
落
語
を
披
露
。
千
葉
市

唯
一
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
、

映
画
と
は
違
っ
た
ラ
イ
ブ
感

の
あ
る
落
語
を
是
非
こ
の
機

会
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

■
日
時　

２
０
２
４
年
３
月

２３
日
㈯　

開
場
：
１３
時　

開

演
：
１３
時
半

■
会
場　

千
葉
劇
場
：
千
葉

市
中
央
区
中
央
３
の
８
の
８

「
千
葉
中
央
駅
」
徒
歩
７
分
・

「
千
葉
駅
」
徒
歩
１４
分

■
料
金　

２
０
０
０
円
（
自

由
席
）

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
は
通

常
映
画
作
品
と
同
じ
（
発
売

は
１
週
間
前
か
ら
）

※
招
待
券
・
共
通
券
・
割
引
券
・

Ｙ
Ｆ
Ｃ
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ　

千
葉
劇
場

☎
０
４
３
・
２
２
７
・
４
５
９
１

　

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
人
気
の
落
語
会
が

３
月
に
開
催
決
定
！

　

今
回
は
、
自
分
の
好
き
な

ベ
ス
ト
ス
リ
ー
に
入
る
監
督

を
取
り
上
げ
ま
す
。
読
者
の

方
々
に
は
、
作
品
は
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
監
督
に
は
馴

染
み
が
な
い
、
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
１
９
４
１
年
生
ま
れ
、

２
０
２
２
年
８
月
・
８１
歳
没
、

ド
イ
ツ
国
籍
の
ウ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
・
ペ
ー
タ
ー
ゼ
ン
監
督

で
す
。「
Ｕ
ボ
ー
ト
」
の
監
督

と
し
て
成
功
し
、
以
後
米
国

に
移
住
し
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で

活
躍
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

老
若
男
女
が
堪
能
で
き
る
正

に
映
画
の
真
髄
（
し
ん
ず
い
）、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
作
品
は
、「
Ｕ
ボ
ー
ト
」

１
９
８
１
年
（
昭
和
５６
年
）、

ド
イ
ツ
軍
潜
水
艦
の
過
酷
な

戦
い
を
描
い
た
戦
争
巨
編
。
主

演
は
ユ
ル
ゲ
ン
・
プ
ロ
ホ
ノ

フ
。「
ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
１
９
８
４
年

（
昭
和
５９
年
）、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
・
エ
ン
デ
の
小
説
『
は

て
し
な
い
物
語
』
の
映
画
化

作
品
。

 

「
ザ
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
・
サ
ー
ビ
ス
」

１
９
９
３
年
（
平

成
５
年
）、
大
統
領

を
狙
う
暗
殺
者
と

戦
う
サ
ス
ペ
ン
ス
。

主
演
は
ク
リ
ン
ト
・

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
。

「
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ

ク
」
１
９
９
５
年
（
平
成
７

年
）、
凄
ま
じ
い
伝
染
力
と
死

亡
率
持
つ
、
未
知
の
病
原
菌

と
の
戦
い
。
主
演
は
ダ
ス
テ
ィ

ン
・
ホ
フ
マ
ン
。「
エ
ア
フ
ォ
ー

ス
・
ワ
ン
」
１
９
９
７
年
（
平

成
９
年
）、
空
飛
ぶ
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
・
大
統
領
専
用
機

を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
テ
ロ

リ
ス
ト
に
単
身
戦
い
を
挑
む
。

主
演
は
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー

ド
。

 

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ス
ト
ー
ム
」

２
０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）、

暴
風
・
豪
雨
に
荒
れ
狂
う
ハ
リ

ケ
ー
ン
映
像
が
圧
巻
の
、
デ
ィ

ザ
ス
タ
ー
ム
ー
ビ
ー
。
主
演

は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
。

「
ト
ロ
イ
」
２
０
０
４
年
（
平

成
１６
年
）、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

伝
説
的
戦
争
を
画
い
た
、
歴

史
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
巨
編
。
主

演
は
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ト
。

「
ポ
セ
イ
ド
ン
」
２
０
０
６

年
（
平
成
１８
年
）、
１
９
７
２

年
の
「
ポ
セ
イ
ド
ン
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
リ
メ
ー
ク

し
た
作
品
。
豪
華
客
船
が
大

波
を
受
け
転
覆
す
る
。
未
曾

有
の
パ
ニ
ッ
ク
映
像
の
数
々
。

主
演
は
カ
ー
ト
・
ラ
ッ

セ
ル
。

　

全
て
の
作
品
に
一

流
ス
タ
ー
が
出
演
し

て
い
ま
す
。「
ネ
バ
ー

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
は
、
歌

も
Ｃ
Ｍ
で
使
わ
れ
、

聞
い
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
４０
年
ぐ

ら
い
前
、
試
写
室
で
見
て
、
そ

の
物
語
の
壮
大
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
私
が
初
め
て
ペ
ー
タ
ー

ゼ
ン
監
督
の
作
品
を
知
っ
た
、

私
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
映

画
で
す
。
こ
の
作
品
だ
け
、

ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
少
年
を
主
役
に
起
用
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
映
画
で
す
の

で
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
１
作
目
の
「
Ｕ

ボ
ー
ト
」
は
後
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
見
ま
し
た
。
上
述
し
た
作

品
は
全
部
見
ま
し
た
が
、
ど

れ
も
最
高
傑
作
の
一
言
で
す
。

黛葉（まゆずみ・よう）
茂原市在住。1942 年生。
元映画配給会社宣伝プロ
デューサー。現役時代は年
200 本以上を鑑賞、放送さ
れた洋邦画の録画 DVDは
1100 枚以上にのぼる。

市
原
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、

東
村
ア
キ
コ
さ
ん
、
里
見
氏

菩
提
寺
宝
林
寺
住
職
の
千
葉

公
慈
さ
ん
ら
を
講
師
に
、『
日

本
初
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
南

総
里
見
八
犬
伝
を
語
る
！
』

の
講
座
が
開
か
れ
た
。
千
葉

さ
ん
が
語
る
里
見
八
犬
伝
の

物
語
の
あ
れ
こ
れ
に
、
東
村

さ
ん
が
「
漫
画
の
新
作
の
ア

イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ん
だ
」
と

話
す
と
、
会
場
か
ら
は
歓
声

が
上
が
っ
た
。
同
講
座
と
大

学
で
の
４
講
座
を
受
講
し
た

と
い
う
女
性
は
、「
と
に
か
く

す
べ
て
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

す
ば
ら
し
い
栄
養
に
な
り
ま

し
た
。
受
け
取
っ
た
も
の
を

活
か
し
て
毎
日
し
っ
か
り
生

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

語
っ
た
。

　

市
原
市
市
民
会
館
で
は
１３

時
よ
り
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
Ａ
Ｉ
が
あ
れ

ば
政
治
家
は
い
ら
な
い
！？
』

と
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。
小

出
会
長
の
謝
辞
に
次
い
で
、

勝
間
さ
ん
が
「
Ａ
Ｉ
の
全
盛

期
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く

対
面
で
話
を
き
い
て
、
み
な

さ
ん
の
心
が
動
い
た
と
思
う
。

そ
の
心
の
動
き
を
持
ち
帰
っ

て
、
他
の
人
へ
伝
え
て
欲
し

い
。
今
後
も
エ
ン
ジ
ン
０２
、

０３
と
、
市
原
を
起
点
に
文
化

の
輪
を
つ
な
げ
て
日
本
中
に

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

会
場
に
呼
び
か
け
、
３
日
間

に
わ
た
る
『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原
』
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
石
井
）

閉会式にて、挨拶する大会委員長・勝間和代さん（前列中央）と、
小出譲治実行委員会会長（前列左隣）

　

日
本
で
は
２
０
０
種
ほ
ど

の
ト
ン
ボ
が
生
息
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
、

春
か
ら
秋
に
観
察
で
き
、
身

近
な
昆
虫
と
し
て
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
ト
ン
ボ
は
、
冬
が
来
る

前
に
成
虫
と
し
て
は
息
絶
え

て
し
ま
い
、
幼
虫
（
ヤ
ゴ
）

で
越
冬
し
ま
す
が
、
な
か
に

は
成
虫
で
越
冬
す
る
ト
ン
ボ

も
い
ま
す
。

　

八
重
山
諸
島
と
小
笠
原
地

方
を
除
く
九
州
以
北
で
は
、

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
ホ
ソ

ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
、
オ
ツ

ネ
ン
ト
ン
ボ

の
３
種
類
の

み
が
成
虫
の

ま
ま
越
冬
す

る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内

２
種
は
、
名

前
に
「
オ
ツ

ネ
ン
」
と
つ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
越
冬
す
る
ト
ン
ボ
と

わ
か
り
ま
す
。
房
総
半
島
で

は
３
種
の
内
、「
ホ
ソ
ミ
」
と

つ
く
２
種
の
越
冬
す
る
ト
ン

ボ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

変
温
動
物
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
る

た
め
、
樹
皮
の
裂
け
目
、
木

の
く
ぼ
み
、
落
ち
葉
の
間
、

建
物
の
隙
間
な
ど
に
そ
の
細

い
身
体
を
入
れ
、
じ
っ
と
動

か
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
耗
を

抑
え
て
冬
を
し
の
ぎ
ま
す
。

♂
♀
と
も
全
体
が
褐
色
を
し

て
お
り
、
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
で
風
景
に
同
化
し
、
天

敵
に
見
つ
け
ら
れ
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

冬
の
晴
れ
間
に
日
差
し
が
あ

る
と
、
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

ふ
ら
ふ
ら
と
弱
々
し
く
飛
翔

す
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
越
冬
し
た
個
体

は
、
や
が
て
き
れ
い
な
青
色

に
変
わ
り
、
繁
殖
し
ま
す
。

　

春
を
待
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

越
冬
ト
ン
ボ
を
見
つ
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
杉

花
粉
対
策
は
忘
れ
ず
に
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
岡
嘉
弘
）

ホソミオツネントンボホソミオツネントンボ
（越冬中）（越冬中）
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◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお
　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512

●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●シツデン音楽教室　ピアノ、フルート、バイオリン、
声楽（シニアボイトレ含）　   0120-00-4210

●自動車整備士（実務経験者）　モータースポーツに興
味のある方歓迎 　T A X市原自動車　☎0436-23-0002
●お弁当スタッフ募集　時給：1,026円～　10：00～
14：00・16：00～ 20：00　時間は応相談
T A K E O U T専門店ととり　☎0436-63-7577
●ボール回収　早朝４時半～６時半　時給1,150円　
アタックゴルフ市原　受付㈪～・藤成産業　
☎0438-62-6172
●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だけ
でも可　うるいど八幡屋　☎０４３６-７４-０００７
●アルバイト募集　高校生～フリーター　未経験O K　

ホール・配膳・洗い場　週３～４日　㈰㈷休　昇給制
研修期間あり　時給：1,200円～ 1,500円　17:00～
22:00でシフト制　まかない食事付　
姉崎　宝や　☎0436-61-1975

●ネズミ駆除　超プロが１回で完全駆除　駆除の対象、
長期生息、家屋に被害の有る方　★一戸建・アパートに
限定　任せて安心　創業54年の信用　半永久的効果
田辺消毒防除センター　☎0436-25-2801
●ミシン直しま専科！　90%は直ります　家庭用ミシン
どこのメーカーでもＯＫ　持ち込み修理ＯＫ
街のミシン屋いちばん館　☎０４３６-２０-３４８３
●ピアノのレンタル　シツデン  0120-00-4210
●シロアリ防除　シロアリは駆除から『予防』の時代
です　まずはお電話で　ダスキン姉崎　☎23-0341

●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　通常の施術のほか、女性のダイエット
メニューや交通事故後の治療など、不調や痛みなど相
談を　市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004

●体操教室無料体験会　３ ／ 23㈯まで　フジスポー
ツクラブ・イオンタウンおゆみ野２階　新たに体操教
室がオープン　３／ 23までの期間中、無料で体操の授
業が体験できます　☎043-309-7272
●成田太鼓祭・伝統芸能振興協賛募集　千葉県を代表す
る春の一大イベント・成田太鼓祭　効率的に楽しむこ
とができる特典が盛りだくさんの伝統芸能振興協賛
を募集中　１口 3,500円・先着200口　申込は専用サ
イトから　４／ 11〆切　１口ごとに次の特典つき：4
／ 20㈯成田山千年夜舞台の観覧座席券１枚・クーポン
券１枚1,000円分（太鼓祭開催期間中に参加店で使え
るクーポン券）・成田太鼓祭プログラム１部（参加団体
のプロフィールや演奏スケジュールなど情報満載）　
申込時の申込完了メールを当日提示し支払い、協賛特典
を引渡し　問合せ：成田太鼓祭実行委員会　伝統芸能
振興協賛受付係　☎0476-24-3232
●S p e c i a l 歌マネ L I V E 2024 i n 君津　４ ／ 21㈰
14時開演　君津市民文化ホール　全席指定4,500円　
４オクターブの歌声・荒牧陽子、新世代歌まね女王・
n a n a m i、チャゲアスを 完全コピー・K I N Z  A N D 
K - i n gが出演　☎0439-55-3300

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
　h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / c u s t o m e r /
　またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
　メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●コザクラインコ探しています　１／ 27・15時頃、
勝浦市宿戸のお寺の庭から行方不明　メス・３歳　顔
まわりが赤、体は緑、尾っぽは青　ぽっちゃりしてい
ます　名前はぴー子　高い声で「ピピッ」「ぴーちゃん」
と鳴いたり、「ぴー」と呼びかけると「ちゃん」という
こともあります　届け出先：勝浦警察署・夷隅健康福
祉センター（保健所）・ほか複数の迷子投稿サイトや
F a c e b o o k等に掲載　どんな小さな情報でもお寄せ
ください　船橋・かわぐち　☎090-8726-6201
●保護猫の譲渡会　２／ 25・３／ 10・24　第２㈰市
原会場：ラジコンショップはっぴー奥（市原市古市場
614-10）、第４㈰奇数月：ジョイフル本田千葉ニュータ
ウン店　第４㈰偶数月：ジョイフル本田千葉店　11～
15時　市原会場では猫と直接触れ合える　連絡は「NPO
法人ねこけん千葉支部O ffi c a l B l o g」で検索

●いちはら童謡を歌う会　第１・３㈫　13時半～ 15
時半　三和コミュニティセンター　月会費：2,000円
童謡・叙情歌・唱歌を皆で歌いませんか　
阿部　☎080-1129-0908
●公益社団法人日本詩吟学院認可・千龍会　㈯15時～
君塚２丁目公民館　㈮14時～加茂公民館　平安時代の
漢詩を吟じ、和歌を詠じませんか　月会費：2,500円
寺村　☎090-3061-0160

●湖畔のマルシェ　２／ 24㈯　10～ 15時　市原湖畔
美術館・芝生広場　テーマ「つくり手たちの庭」　クラ
フトやライブパフォーマンス、フードなど　マルシェ
は入場無料、美術館は入館料別途　毎月第４㈯開催・テー
マが月ごとにかわる　出店者情報などは「湖畔のマ
ルシェ」のF a c e b o o k、I n s t a g r a mなどで
●１から分かる歎異抄講座 　３／１㈮13時半～ちは
ら台コミュニティセンター　10㈰13時半～鎌取コミュ
ニティセンター　11㈪29㈮13時半～土気あすみが
丘プラザ　12㈫13時半～千種コミュニティセンター
23㈯10時～三和コミュニティセンター　参加費：1,000
円　古典の名著「歎異抄」をわかりやすく解説　
☎080-4102-3846　
●子育て応援会　３／２㈯10時半～ 11時半　のぞみ
サポートセンター市原（牛久）　無料　親子一緒に絵本
の読み聞かせ、その後は先生と一緒に遊ぶ　小学生まで
の親子　☎0436-50-0150
●グランパ・フェスタi nいちはら 　３／２㈯　14～

17時　ウエルシア・コミュニケーションセンターいち
はら（国分寺台）　ボランティア活動を通じて活き活
きと過ごしませんか　市内で活動する様々なボラン
ティア・市民活動団体が参加　女性や将来のグランパ
も大歓迎！　活動発表、個別説明、コーヒーブレイク　
70名　無料　メールや申込フォームから申込
メール：i c h i h a r a . c s c @ g m a i l . c o m　
峯川　☎0436-20-1090
●ひきこもりのおしゃべり会　３／２㈯　13～ 15時
辰巳公民館　金子　☎0436-74-7617　
●マザー牧場歩け歩け大会　３／２㈯３㈰　受付：佐
貫小学校８時半～ 11時　雨天決行、荒天中止　佐貫町
駅～マザー牧場の約９キロを歩く　コースには、創業
190年・老舗の醤油店「宮醤油店」、南極観測船しらせ
元料理長の店「味処しらせ」など地元に愛される店舗
が並ぶ街並み、「佐貫城址」、樹齢1000年超の大杉のあ
る「白山神社」や、のどかな農村風景、自然林道など見
どころ多数　参加して完歩するとマザー牧場の入場が
500円に　参加無料、事前予約不要　☎0439-37-3211
●ダンス・ＲＤプチシャトー無料体験　３／２・16㈯
11～ 13時　蘇我コミュニティセンター　ワルツ・ル
ンバ・チャチャ・ツーステップなどのリズムに合わせ
た社交ダンスのステップを、振付動作の指示を聞きな
がらフォークダンス感覚で踊る　男女ペアや女性同士
で楽しめる　どのような振付で踊るか指示（キュー）
があるので、振付を覚えなくてもＯＫ
西山　☎090-4706-2342
●邦楽のつどい　３／３㈰13～ 16時半　サンプラザ
市原１Ｆホール　演目：小唄、端唄、新内小唄、民謡など
の唄と三味線の発表会　無料　主催：寿美（としみ）会
小谷　☎0436-36-0857
●子ども絵画展 市原じがぞうの国　３／３㈰まで　
平日：10～ 17時、㈯と㈷前日９時半～ 19時、㈰㈷９時
半～ 18時　市原湖畔美術館　㈪休、㈷の場合は翌平日
休　ゲストアーティスト：松井えり菜　「じがぞう（自
画像）」をテーマに市原市内の子どもたちから募集した
作品を展示　約300点　一般500円・大高生と65歳以
上400円、中学生以下無料　☎0436-98-1525
●成田の梅まつり　３／３㈰まで　成田山公園　平均
樹齢70年を超える約360本の紅梅や白梅が咲く　期間
中の㈯㈰はイベント開催（雨天中止）：表千家の野点（10
～ 15時・先着順）、箏や尺八、三味線、二胡などの演奏会

（11時～と13時半～）、投句コンテストの投句箱設置、甘
酒配布（10～ 15時）など　☎0476-24-3198
●サムライ、浮世絵師になる！鳥文斎栄之展　３／３㈰
まで　平日：10～ 18時、㈮㈯20時まで　千葉市美術館
一般1,500円、大学生800円、小中高生無料、㈮㈯18時～
の入館は半額　鳥文斎栄之(ちょうぶんさい・えいし)は、

旗本出身ながら美人画で人気を博した異色の浮世絵師
ボストン美術館・大英博物館をはじめ国内外から集め
た錦絵・肉筆画の名品約160点で、その画業を総覧する
世界初の展覧会　ショートレクチャー：㈭14時～先着
30名・無料　ギャラリートーク：㈬14時～先着15名
☎043-221-2311
●昭和の歌をうたう会　３／６㈬　９～ 12時　サン
プラザ市原・アイスペース　人生楽しく！面白く！　
参加費：300円　毎月第１㈬定例開催
笑レク・清水　☎090-9235-9777
●認知症介護の会・はなみずき　３／７㈭ 　10時半
～ 12時半　五井公民館　テーマ「認知症介護を語る②」
朝岡　 ☎0436-24-5117
●絵本で聖書　３／９㈯13時半～　五井ナザレン教会
無料　聖書絵本の読み聞かせ　どなたでも　
☎0436-21-0566
●小さなマルシェ土曜市　３／９㈯　10～ 14時半　
農家食堂くりくり山房（茂原市萱場）　地元７人の手
作り品販売　野菜・菓子・ジャム・惣菜・手芸品・小
さな絵画・餅など　小さな休憩所あり
☎090-7425-1433
●房総古代道研究会セミナー　３／９㈯　13時半～ 15
時40分　市原市民会館　参加費：800円　講演「官衙
周辺の馬利用からみた牧」　講師：浅野健太（市原市埋
蔵部文化財調査センター）　五所四反田遺跡から出土し
た馬を検討し、官衙周辺の馬の利用実態を明らかにす
る　F A Xか電話にて要申込　☎. f a x .0436-23-1098
●航空ジャンク市 　３／９㈯10㈰　10～ 17時、㈰は
16時まで　航空科学博物館（芝山町）　入館料のみ　
ヒコーキ好きのための恒例イベ ント　機内カートや
航空機部品、エアライングッズなどを 出品　入館料：
大人700円、中高生300円、４歳～小学生200円
☎0479-78-0557
●春庭花市　３／９㈯10㈰　10～ 15時　大多喜ハー
ブガーデン　入場無料・雨天決行　花、ガーデン雑貨、
野菜、花モチーフのクラフトやアクセサリー、フード＆
ドリンクなど、多数のお店と作家さんが集まる春の市
植物に関するワークショップもあり　
☎0470-62-5708　
●根形公民館サークル作品展　３／９㈯～ 17㈰　９～
16時　袖ケ浦市根形公民館　無料　公民館を拠点に活
動するサークル（絵画・陶芸・書道）等の作品展　技術
と感性を磨いた１年間の集大成を是非、ご覧ください
☎0438-62-6161　
●いちはらフィールドマップ巡り・椎津コース 　３／
10㈰　９時・JR姉ヶ崎駅東口集合　資料代：100円、会員・
学生は無料　市原歴史博物館発行「いちはらフィール
ドマップ・姉崎」のうち、戦国時代・激戦が続いた県指

定史跡・椎津城跡や徳川幕藩体制下の藩で唯一廃藩置
県を迎えた鶴牧藩庁跡（姉崎小学校）などを巡る椎津
コースを、フィールドマップ作成に携わった地元民がや
さしく案内　☎090-3544-3728
●L I V E F O R E S T　３／ 10㈰10時開演　君津市民
文化ホール　入場無料　審査を勝ち抜いた10組のアマ
チュア音楽人のライブ　オーディエンスによるバンド
人気投票あり　☎0439-55-3300
●アコーディオンいちはら　３／ 12㈫14時～　ウエ
ルシア・コミュニケーションセンターいちはら　参加
費：300円　アコーディオン伴奏で、唱歌や世界の民謡、
フォークソングなど懐かしい歌や新しい歌を楽しく
歌う　歌集「うたのひろば」を毎回使用　話と指導：
ないとうひろお　申込不要　当日、直接会場へ　
鈴木　☎0436-62-4121
●かずさのくに国府探検会　３／ 13㈬　９時・国分
尼寺展示館駐車場集合　参加費：200円　今富地区の
史跡めぐり（今富廃寺跡・今富塚山古墳・蓮蔵院・神
代神社・宮原御所跡・円満寺）と久留里道中往還の江戸
道を歩く　雨天決行　申込不要　☎0436-23-1098
●梨ボランティア募集　2024年３月～ 2026年３月の
原則毎週㈫　９～ 12時　市原市農業センター　梨生産
者の高齢化、担い手不足による労力不足を解消するため、
梨農家の手伝いができる方を募集　２年間の研修で梨
の栽培知識と技術を学び、実習終了後は梨生産者の圃場
にて有償でボランティア支援（人工授粉、摘果、収穫等）
受講無料　20名　要申込・２／ 29〆切　
ＪＡ市原市　☎0436-36-5811　
●社交D A Nパーティ　３／ 16㈯13時半～　市原ダン
ススクール　1,000円　主催：さくらサークル
☎090-4746-1220
●煌めくガラス絵展　３／ 24㈰までの㈮㈯㈰㈷　11
～ 17時、最終日15時まで　ギャラリー梦心坊（皆吉）
日本ガラス絵作家協会の23名によるガラス絵23点　
☎0436-92-1784　
●春休みおはなし会＆子ども映画会　３／ 27㈬　10
時半～ 12時　袖ケ浦市立長浦おかのうえ図書館　無
料　３歳～小学生対象　おはなし会：昔話の語りや絵
本の読み聞かせ・先着20名・３／１～要予約　子ども
映画会：ぼくは王さまシリーズから「にせものばん
ざい」上映・当日先着120名　☎0438-64-1046

申し込み方法

申し込み方法
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２
月
１４
日
㈬
～
３
月
２４
日

㈰
、
茂
原
市
立
美
術
館
で
、

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記

念
事
業
の
美
術
企
画
展
、「
人

類
へ
の
愛　

鳰
川
誠
一
（
に

お
か
わ
せ
い
い
ち
）
展
～
初

公
開
の
遺
作
と
千
葉
県
の
風

景
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

鳰
川
誠
一
（
１
８
９
７
年

～
１
９
８
３
年
）
は
、
明
治

３０
年
、
現
在
の
茂
原
市
山
崎

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
結
核
の

療
養
を
機
に
絵
画
を
は
じ
め
、

里
見
勝
蔵
に
師
事
、
昭
和
２３

年
に
独
立
美
術
協
会
会
員
と

な
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ビ
ス
ム

（
原
色
を
主
体
と
す
る
激
し
い

色
彩
と
大
胆
な
筆
づ
か
い
で

描
く
絵
画
運
動
・
フ
ラ
ン
ス

発
祥
）
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
、

人
間
愛
を
テ
ー
マ
と
し
、
墨

と
油
彩
を
併
用
し
た
独
自
の

絵
画
で
「
東
洋
と
西
洋
の
融

合
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
４７
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸

術
展
に
て
、
コ
マ
ン
ド
ゥ
ー

ル
位
勲
章
を
受
賞
す
る
な
ど
、

世
界
的
に
も
活
躍
し
た
郷
土

の
代
表
的
な
洋
画
家
で
す
。

　

茂
原
市
立
美
術
館
に
は
、

近
年
寄
贈
を
受
け
た
資
料
も

あ
わ
せ
、
鳰
川
誠
一
の
作
品
・

資
料
が
４
６
６
５
点
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画

展
で
は
、
代
表
作
「
海
女
人

命
救
助
」
を
は
じ
め
、
未
公

開
の
遺
作
約
６０
点
、
作
者
の

居
住
し
た
東
京
都
墨
田
区
所

蔵
の
作
品
の
ほ
か
、
素
描
、

写
真
資
料
、
勲
章
の
実
物
な

ど
、
１
０
０
点
以
上
の
資
料

を
展
示
。
作
者
の
創
作
活
動

の
新
た
な
側
面
を
紹
介
し
ま

す
。
特
に
、
新
た
に
見
つ
か
っ

た
千
葉
県
を
描
い
た
風
景
や
、

絵
を
始
め
た
頃
に
茂
原
で
描

い
た
植
物
画
、
ベ
ル
ギ
ー
で

の
個
展
会
場
の
写
真
、
勲
章

の
実
物
な
ど
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。

　
●
人
類
へ

の
愛
・
鳰

川
誠
一
展

～
初
公
開

の
遺
作
と

千
葉
県
の

風
景
～

・
２
月
１４

日
㈬
～

３
月
２４
日
㈰　

９
～
１７
時　

会
期
中
無
休　

茂
原
市
高
師

１
３
４
５
の
１
（
茂
原
公
園

内
）

・
観
覧
料
：
一
般
５
０
０
円
、

前
売
４
０
０
円
、
中
学
生
以

下
と
障
害
者
手
帳
持
参
の
方

（
付
添
い
１
名
含
む
）
は
無
料

・
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

会
：
２
／
２４
㈯
と
３
／
１７
㈰

は
１３
時
半
～
１４
時
、
３
／
２

㈯
は
１４
時
１５
分
～
１４
時
４５
分

申
込
不
要
・
無
料

問
茂
原
市
立
美
術
館

☎
０
４
７
５
・
２６
・
２
１
３
１

 

美
術
企
画
展

  

「
人
類
へ
の
愛 

鳰
川
誠
一
展
」開
催

ダ
リ
ア
花
（
茂
原
市
立
美
術
館
蔵
）
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